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.-
昭
和
田
年
度
第
3
固
定
例
町
盤
会
ガ

9
月
U
E
回
目
と
両
自
に
わ
た
り
開
か

れ
、
町
畏
の
行
政
報
告
や
聾
員
会
の
審

査
報
告
ガ
あ
り
ま
し
定
。
更
に
、
一
般

質
問
や
予
算
磁
案
、
条
例
な
ど
叩
件
ガ

提
案
審
磁
さ
れ
る
な
ど
の
他
、
関
願
や

陳
情
叩
件
ガ
審
臨聞き
れ
苦
し
定
。

-
一
般
質
問
内
容
に
つ
い
て

荒
井
鴎
員

1
児
斑
制
祉
の
曲
化
に
つ
い

て
「
児
童
縞
祉
円
強
化
対
策
に
伴
う
児

童
公
図
的
施
設
と
児
虫
館
町
住
設
且
び

川
地
取
件
に

つ
い
て
」.

長
谷
川
組
員
山
川
本
町
四
一
村

一
品
巡
品
川

町
推
進
に
つ
い
て
寸
全
町
民
か
均
的
ア

イ
デ
ィ
ア
を
非
民
し
て
は
ど
う
か
.
特

川
作
物
的
批
准
吾
日
全
を
設
也
し
て
は

ど
う
か
」
。

石
川
陣
員

1
桁
古
予
防
対
策
に
つ
い

て

守
司
総
制

6
低

l
千

4
百
聞
下
川
と
主

り
ま
し
た
.況調査表(9月15日現在)

• 
「苅
h
K
M

干
防
町
古
法
は
上
川
、
盗
知
の

よ
う
な
盆
地
と
今
金
町
と
は
地
慌
が
温

う
に
も
か
か
わ
り
ず
同
じ
い
刀
法
で
対
策

を
講
じ
よ
う
と
す
る
と
ニ
ろ
に
問
削
が

あ
リ
、
改
善
円
余
地
が
あ
る
と
忠
わ
れ

る」
。

問
中
組
員

l
地
場
産
業
町

二
次
加
工
促

進
に

つ
い
て

「
宜
品
工
場
町
鴻
欽
と
下

院
酎
工
場
内
促
進
L

園

過
酷
刈
策
と
し

て
の
企
茸
誘
致
に
つ
い
て
「
太
郎
{
石
町

企
業
化
的
比
と
お
し
」

.
aど
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
町
議
只
か
h

発
言
が
あ

り
ま
し
た
a

持
制
に

つ
い
て
は
、
議
会
だ
よ
り
に

て
拙
山相
さ
れ
る
干
定
で
す
。

-
今
金
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て

こ
れ
は
、
町
立
国
保
副
院
に
必
け
る

体
日
数
急
病
院
当
需
日
に
勤
務
す
る
師

以

「
(
医
師
、
石
護
婦
に
は
文
桁
す
る
こ

と
に
立
っ
て
い
る
)
が
検
査
技
刷
、
薬

剤
師
、
レ
ノ
ト
ゲ
ン
技
師
」
に
つ
い

て

も

「
3
千
捌
川
」
の
干
当
を
支
給
す
る

こ
と
に
な

っ
た
も
の
で
す
.

-
今
金
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

地
万
脱
法
節
制
提
都

3
M川
町
胤
定
に

よ
り
訓
告
の
阿
忠
を
求
め
る
も
の
で
す
.

前
、
今
金
町
字
凹
代
村
本
助
氏

問
後
仔
と
し
て
、
今
金
町
'ιr
川

代

佐

藤

茂

氏

(
叩
必
)
が
選
任
さ
れ
ま
し

園
町
道
田
代
線
道
路
改
良
工
事
筒
負
契

約
締
結
に
つ
い
て

町
条
例
第
刊
号
抗
2
長
円
規
定
に
よ

り
議
会
町
議
決
を
製
す
る

L
の
で
す
。

工
事
由
概
要

延
長

M
m

市中辺

M
m

歩
道
片
側

M
m

工
期
は
、
ロ
月
中
に
完
成
町
比
込
み
と

弘
っ
て
必
り
ま
す
.

-
昭
和
問
年
度
今
金
町

一
般
会
計
補
正

予
算
(
第
5
号
)
に
つ
い
て

成
人
に
つ
い
て
の
主
主
む
の
は
地

方
交
付
税

3
千
百
削
千
円
が
追
加
こ

れ
は
慨
野
交
付
の
陪
定
に
よ
る
も
の

で
す
.

L
H
踊

m

。而
日

ま
す
.
股
林
施
設
災
判
的
出
川
叫
H
4
千
7
行
間

千
円
の
追
加
は
、
昭
和
田
年
発
生
町
内

行
地
区
水
路
l
民
l
H
彼
川

L
F可
て
あ

り
ま
す
.

追
加
総
矧
1
倍
7
百
四
千
円
の
迫
加

と
な
リ
、

一
般
会
計
総
子
昨
傾
は
四

位

I
F
6
T
H
m
千
円
と
な
り
ま
し
た
.

・
昭
和
日
年
度
今
金
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
(
事
業
勘
定
)
補
正
予
算
(
第

2
号
)
に
つ
い
て

政
入
に

つ
い
て
は
、
財
政
調
朝
交
付

金
2
百
万
円
が
迫
加
、
利
子
且
び
配
当

世
お
万
円
が
追
加
と
な
り
ま
し
た
。

必
山
に

つ
い
て
は
、
疾
病
干
防
山
口
行

叩
千
円
の
追
加
は
総
合
検
診
保
険
者

れ
担
分
等
で
す
.

心
川
総

M
2斤
日

β
川
.
総
子
口
相

6
偲
8
千
7
百
聞
千
円
と
な
り
ま
し
た
.

・
昭
和
回
年
度
今
金
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
(
施
段
勘
定
)
補
正
予
算
(第

2
号
)
に
つ
い
て

収
入
問
梢
院
作
業
収
議
3
千

2
H
日

万
円
的
追
加
は
入
院
血
布
、
外
来
忠

告
の
持
動
に
よ
リ
、
総
制

9
倍
3
F
4

百
叫
千
円
と
む
り
ま
し
た
.

立
山
町
病
院
予
車
問
川
3
千
2
行
制

下
川
町
追
加
は
臨
時
医
師
同
日
金
.

冶
抑
材
料
曲
目
専
で
あ
り
、
総
制

9
州
国

3

千
4
百
川
千
円
町
予
算
と
る
り
ま
し
た
。

資
本
的
立
山
に
つ
い
て
は

4
h
醐

千
円
が
追
加
と
る
り
総
制
3
F
9
v
H

m千
円
と
な
リ
ま
し
た
.

-
昭
和
一
四
年
度
今
金
町
簡
易
木
造
事
機

特
別
会
計
補
正
予
算
(
第
4
号
)
に
つ

い
て政
入
に
つ
い
て
は
、
使
用
料
問
千
円

の
追
加
は
‘
間
叫
過
水
道
仙
川
料
で
あ
り

( 2) 

見
当
似
旧
制
日
国
山
小
補
助
金
4
下
5
行

脚
千
円
町
追
加
は
、
金
阪
地
区
町
頭
首

工
白
石
地
区
町
水
路
工
の
民
告
復
旧

作
業
の
雌
人
誌
に
よ
る
む
の
で
す
.

雑
入

3
千
百

m
千
円
の
追
加
は
、
北

海
道
備
荒
託
金
組
合
組
立
金
支
川
交
付

金
的
取
り
〈
ず
し
に
よ
る
も
円
で
す
.

成
山
に

つ
い
て
の
王
な

L
町
は
‘
財

産
自
車
内
日
7
百
四
万
円
町
並
加
は
、
旧

明
治
乳
業
工
場
解
体
工
事
に
よ
る
も
の

で
す
。

土
地
改
良
質
7
百
瑚
千
円
の
辿
加
は
、

全
山
地
区
内
肘
村
地
盤
総
合
指
備
工
事
に

よ
る
む
の
で
す
。

町
民
セ
ノ
タ

l
叫
M
4
両
拙
千
円
町
追

川
は

セ
ン
タ
ー
屋
上
防
水
補
修
工
事

に
よ
る
む
の
で
す
。

体
育
施
設
刊
3
T
5
万
円
の
迫
加
は
、

総
合
体
育
館
外
出
削
工
日
れ
折
、
他
民
グ
ラ
ウ

/
ド
町
附
き
ょ
州
水
工

F
な
と
で
あ
り

ま
す
。利
子
並
び
配
当
金
加
千
円
円
追
加
は

川
政
測
強
法
金
利
了
で
す
.

一
般
会
川
雌
入
官
制
千
刊
の
追
加
は
‘

今
金
附
日
朝
水
道
消
火
松
地
設
工
匹
に
よ

る
も
の
で
す
.

府
山
に

つ
い
て
は
、
水
道
使

m料
相

抑
制
~
納
金

m千
円
を
柑
制

L
、
財
政
訓

務
基
金
利
子
制
立
金
加
千
円
を
追
加
、

維
持
官
型
刊
描
千
門
的
追
加
は
、
人
夫

白
金
、
修
棉
料
等
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

他
司
工
事
山
口
詔
万
阿
の
追
加
は
消
火

栓
下
町
似
材
料
刊
で
あ
り
ま
す
.

辿
加
総
M
m
は
、
昨
日

F
円
と
怠
り
.
総

干
抑
制
1
倍

9
下

7
百
瑚
千
円
と
主
り

ま
し
た
B

-
昭
和
伺
年
度
今
金
町
老
人
保
健
特
別

会
計
補
正
予
算
(
第
1
号
)
に
つ
い
て

歳
入
に
つ
い
て
は

一
般
会
計
繰
入

金
行
引
千
円
の
減
傾
は
、
川
年
度
分
的

硝
h

止
に
よ
り
不
川
制
と
怠

っ
た
む
の
で

す
.
繰
越
金
1
千
5
百
制
千
円
円
迫
加

は
川
年
度
概
口
金
に
よ
る
こ
と
か
」
り

雌
定
現
時
山

ι
わねい

て
補
正
す
る
も
の

干ー、

J
9
.
政
出
に
つ
い
て
は
、
償
還
金
1
子

4

h
附

F
問
的
迫
加
は
、
支
払
汁
時
金
れ
担

世
.
川
岨
付
令
、
川
州
れ
判
者
、
泊
四
れ

担
金
等
で
あ
り
ま
す
。

迫
加
総
制
l
千
4
百
臨
千
円
と
な
り
、

作物名 作付面梢 生 n 状 i~ 
平年対比 生官の

荊書虫先生状況 摘 要
作ill

運連日監 良否 措置

h， 1m非i長の低温 日間不足により転~~ ~: 臼
6. 7月の異常低世により、

% 

成1iとむった.
塊韮の肥大がi宣れたためと.

馬鈴薯
8月に入つての肝天により、韮聾の枯 軽い アブラムシ

韮聾の枯れ上'1が早かった 同479.4 
It上'1は平年よリ 10日早かった.排水 不良 1% 荊 並

不良地などで、塊韮腐敗がやや多かっ
ため、収量は平年を下回っ

た.
hず-，

尭芽は順調であったが6. 7月の異常

低温により、成育は著L<遅延L、開 わい ft荊 少
生nはやや岡田しつつある

花j明11平年比 8目となった かなり 市桂柄 少
大豆 132.2 

8月以降の好天により、着英世11平年
4 

中
が粒亜の(止下に減収が干 73 

不良 班占級苗明
恕される。

並みとなったが、子実の肥大は毘れて マj シンタイムシ 少

L、る.

尭!flま順調であ勺たが、6• 7月の典

市低塩により、 1t!.i111遅延し、生ff.ll
開花の著L<お<tlたむの

L者 L<少な く、開花期信平年比一10 匝色カビ荊 少
排水不良畑などでは、着曹

小豆
かなり
iW怯揖 y 78 493.1 日であったー -5 

不良 置も少なく、大き く減収す
8月以降の時吏{ーより、培){散11平年 7キノメイガ 少

るものと思われる.
並となったが、子誕の肥大は1l!れてい

る.

特植f五から順調主成宵経過をたどって 同班病 並 部排水不良焔などで、恨

てん某 いるが、平年に〈らべ、草丈‘韮散、桜
やや

並 〈され荊尭生によリ、減収168.4 -2 
不良

ヨトウガ 95 

周ともやや下回っている。 似くされ荊 やや't が午想される.

6 . 7月の畦世により成育のお 〈れが

苦Lかったが、 8円以降の天候田植に

より草丈、葉置と L平年をやや下回る 収:iil:5，225何(平年5.500kg) 

デノト 程度となった. やや
特にな L

也L、熱 [11糊総則前桂の
249.2 7 

不良 刈取りとなり、栄華収量は
95 

コ-/ たどL、執度11迫れている.

低い，

聾監 14.8枕 (11 14.6t文)

熟度手L熱蛤

l番草の成fil1順調であったが、雨天

続きによ '1刈取り調整が遅れ、品質11 . 収量3.822kg(平年3，900kg)
牧草 1.975.1 

抵下Lた. やや
特になし

但L、 番1;fの乾燥調整期

2番1;iの成nは必おむね平年並. 5 
不良 1111が長くかか '1、連メiIの為、

98 

草丈 (イネ科 48.9cm 常盤価{訂正い.

"? ，1 f4 29 . 8cm 

骨けつ期以降の異常f~i且 ( 6 . 7月)
生育は大幅にli!れているが

により、成1-f1"i.著しく遅れ、出曙.!j期は ミギワパエ 少
収量構成要罪 (組置)は平

8月21日 (平年比ー11日)とな った. かなリ クビホソハムシ やや少
水稲 1.746.0 

8月以降の昨買により.やや週札をと
-10 年よりやや'T<、不位歩合 79 
不良 い Lち荊 少

18% (平年15%)程度で平
り毘Lてお '1、糊熟期となっているが セジロウンカ やや多

成熟期';tlO月15日ころと予想される.
年よりやや'tい。

( 3 ) 



計決算状況一般会昭和57年度

子
刊
訂
版
に
対
す
る
決
抑
制
の
収
入
車

は
剛
・
4
%
、
支
出
車
は
的
2
%
で
あ

り
前
年
度
と
比
較
し
ま
す
と
収
入
車
は

U
%
減
支
出
専
は
り
%
減
と
な
り
ま
し
た
。

昭和57年度一般会計

収支の状況

昭和57年度一般会計

財源の構成状況

府和57年度歳出款別決算の構成状況

〈小位 了ド1)

l沼f[百互F

出

19，606 

拙1

昭
和
計
年
皮
肉
町
的
決
却
制
は

3

出
1
千
5
百
万
円
で
歳
入
総
制
に
占
め

る
比
率
は
U
%
で
あ
り
ま
す
。

発
行
傾
向
王
な
も
の
は
、
火
耕
助
の

処
設
事
業
的
8
千
5
百
回
刀
円
、
神
丘

6
綿
々
道
路
町
舗
装
事
業
等
で
過
雌
対

策
事
業
怖
い
か

8
千
刊
万
円
U
な
り
ま
す
。

鈴
金
地
区
町
』
件
排
水
控
仙

F
業、

八
束
ほ
帆
倒
的
世
備
事
業
問
寺
町
民
主
基
盤

的
指
備
卒
業
似
が
2
千
2
百
却
万
円
、
町

市
計
岡
山
山
路
事
業
依
8
白

川

万

円

西

町
岱
(
日
進
)
地
区
開
拓
地
整
備
泣
路

市
中
業
主
ど
辺
地
対
策
卒
業
1
千
4
百

万
問
、
今
令
一小
学
校
プ

l
ル
上
屋
建
設

事
業
的
、
今
金
中
川
守
校
プ
ル
建
設
事

業
航
、
防
刀
棚
設
世
市
監
似
な
ど
の

一

般
単
他
事
業
依
な
ど
8
千
刊
万
円
、
公

川
山
住
宅
住
設
事
業
仙
9
百
日
万
円
な
ど

で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
昭
和
同
年
度
と
比
較
し
ま
す

と
日

・
2
%
減
と
な
り
ま
す
が
昭
和

町
年
度
末
に
お
け
る
地
方
似
の
累
計
現

在
日
は
、
お
憶
9
千
4
百
万
円
に
も
な

り
ま
す
。

( 4 1 

日7，510

(取LLT-fIl) 民生iJ151.013(2.0%) 

商工u't43.246( I .6%) 
消防fu29.802(1.1%)

46，834 

ム 154

78，058 

実質ljl.年度収支額

昭和57年度末

地方債の現在高

世t

968.746 

(37.3%) 

O 

46，834 

3，895，099 

3，911，705 

100.4% 

3，864，871 

99.2% 

金泣

立

イ立

昭和57年度 一般会計

性質別歳出決算の内訳

，0¥， ニt

教育 u't

794，641 

(30.6%) 

単年度収支額

金

上

fi'[ 

総務W58.741
(2.2%) 

虫干;:lbil日111_
69.186(3.0%) 
砕け悦一一一一
97，069(3.7%) 

昭和 57年度
科 目

決算傾 桃成比

1 給与関係経費 560，945 15.2 

(1)議 只 報 IIffl 31，410 0.8 

(2)委 員 報 酬 10，034 0.3 

(3)給 与 1型 419，970 11.4 

(4)共済退職手当等 99，531 2.7 

2 一般行政経費 1，066，823 28.9 

(1)物 件 't'i 441，196 12.0 

(2)扶 D!J 'I'i 174，851 4.7 

(3)補 D11 1'; 等 376，038 10.2 

(4)維持補修費 74，738 2.0 

3 投資的経費 1，499，368 40.7 

(1)普通建設卒業 1，353，079 36.7 

ア 布;Iis11卒業 821，797 22.3 

イ 単独事業 531，282 14.4 

(2)災害復旧卒業 146，289 4.0 

ア 補助事業 146，289 4.0 

イ 単 11:事業

4 その他の経質 558，817 15.2 

(1)公 Z士 411，964 11. 2 

(2)干i~i jJ. 金 19，606 0.5 

(3)投資出資金貸付金 509 

(4)繰 出 金 126，738 3.5 

言十 3，685，953 100.0 

国民年金印紙売捌代金 178，918 (4.6) 

歳 出 メ口入 5十 3，864，871 

昭和57年度性質別歳出決算額
{単位千円)

i¥li 

古買

歳入底出差引主ii

型年度:へ雌り岨すべ
き雌且4 接的財削

実質収支矧

古H

宮内

分

率)

率)

*Æ~ 

it 

人

$1 

計

人

出

(収

(支

区

~)ç 

哉

歳

寸'

(単位 刊'1)

I也方交NI見

1.627，797 

(41.6%) 

分担金n担金52.198{1.3%) 
山m科手数料47.358(1.2%)
叫庄収入39.218(1.0%)
政泣金22.988(0.6%)
主任附金 20 
117.952(3.0%) 

議会'n:54.684( 1 .4%) 
(1Ilf!l円'1)

出書但l日刊
150.33C 
(3.9指)

消防'11
109.619(2.8%) 

(5 1 



納税義務者 1人当たり町民税負担額

昭和 57 年度

4見 目

納税義務者数 1人当たり

イ闘 人 分 2，242 71，502 

均等割 2，242 1，401 

所得訓 2，355 66，737 

法 人 分 122 208，098 

法人均等制l 122 24，328 

法人税制i 119 188，403 

-fr 2，364 78，552 

誼1制観荘務者数{立、年度末現イIである.
2. 1人当たり拝主的ための税制は、現年，;'.lH処分l捌:λtUiてのある。

目的別歳出の町民

干斗 目 決 t~: 傾
T-I'J 構成比

議 ム云 i'i 53，932 1.4 -0 

車E オ主 'Ec 373，195 10，1 

民 生 i'i 272，179 7.4 

1情 生 1を 332，520 9，0 

労 ij>j， 'I'i 13，969 0.4 

農林水産業費 636，629 17，3 

閣 工 'I'i 25，259 0.7 

土 木 'I'i 598，620 16，2 

消 ド;;; 1& 109，619 3.0 

教 背 '1f 711，449 19.3 

災害復旧 i& 146，289 4，0 

/ι、‘ m if 412，293 11.2 

3，685，953 100.0 

(7) 

町民 1人当たり及び1世帯当たり町民税負担額

区 ~一J、 昭布J57年度

主畢 f見 官自 185，696 

個人町民税 160，308 

法人町民税 25，388 

人 口 8，770 

世 地ii 数 2，582 

l人当たり負担額 21，174 

例人町民税 18，279 

法人町民税 2，895 

1 世 ~i'i 当た 1) 負担額 71，919 

個人町民税 62，087 

法人町民税 9，833 

在J..:l宋組制は 判年高校分調定書iである。
2人口及(fl止'Ili数は 各年4月l日説化町IH"l.:.1J.i本台版人口に
よる。

人当りの使いみち

般財源 1人当リ 1 i仕晴当。)
[1ヰ 椛成比 1'1 

53，932 2.5。ιu 6，150 20，888 

302，159 14.0 42.554 144，537 

95，432 4，4 31，035 105，414 

193，435 日O 37，916 128，784 

13，677 0.6 1，593 5，410 

338，515 15，7 72，592 246，564 

18，252 0.8 2，880 9，783 

240，990 11.2 68，258 231，844 

102，066 4.7 12，499 42，455 

399，979 18，5 81，123 275，542 

589 16，681 56，657 

401，443 18，6 47，012 159，680 

2，160，469 1日0，0 420，291 1，427，557 

ー

昭和57年度の主な事業(実績)

樋川東西組改良舗装事 業

大和中央総改良舗装事業

町J古棚政出且 U取り外 L'1<& 
今金小平校用地購入事業

道路台帳整備卒業

初 i現地区民地開発事業

企原持金J也区間品水道全体計画事業
大和 '1'うた支組改良舗装卒業
掛川小規悦排水対策事業

英和1i河小用地腕入 J>"$ 
美 fll河住毛団地購入事業

開凹締出句ん主主装 1<主
今金市街地域区画確定事業

Jl 

〈道営負担金事業〉

田代地区民地開発)<m 
鈴金地区制I水対策特別事業

日進出免道路捺備 l伊業

組川地区制I木対策特別事業

金!以地区 l民地 !出 発白1<業
同日北柏山左出かんばい '1←"$
神丘士111地山総合土地改良事業

時金):是免道路税制li ，]，; :$ 

日新開拓地控怖道路事業

1ヒ:ri J/ 

八 束ほ場控付li 4~- 業

註I
A ，.， 

10，800 

10，000 

9，820 

9，500 

8，292 

8，045 

7，900 

7，500 

6，713 

6，389 

6，082 

5，588 

5，450 

312，927 

26，924 

15，652 

15，391 

13，576 

9，000 

8，736 

7，000 

6，004 

5，991 

4，037 

3，080 

115，391 

121:色 3守二747干'1'1

〈補助事業〉

火葬 場処設事業

新民業構造改普卒業

八束橋架挽事業

都市計画国代組街賄事業

今金小プ ノレ上昆建設事業

今金中プーノレ挫[世卒業

団代線道路改良卒業

公営住宅挫設事業

~Ul ， {VX 鰍防当柵設泣卒業

問団組道路改良事業

テレビ雄視聴僻刊i施設整備-tj:-;'j佐

地府調査事業

側IJi 6 綿々道路舗装 '1';'I'i 
拠光台叫 IHJ伐林道卒業
公有 林 会:?:曲 '1> 業
英利河ダム対策 tr~ j佐

l勾用 '1ニ経世効率改~!{-実践卒業

地域民政推進対策本業

金!草地区1243住人L昨総合時制ii事業
J十

〈単独事業〉

美 ヂ'I 初I 小新築 -:'.JJ-業

長不11河小教 n住宅挫設 .... J'，:$/ 
投資教 1-.1.住宅購入事業
用地別l 量委託事業

手間』背務対策事業

今金中外梢卒業

優良川毛 I勾雌牛導入事業

昭和57年度目的別決算の内訳

M il~l 内 訳
区 分 決算制

国ElI支出金 i宜支出金 起 も.~ 'l' の他

議 ム五 ï~( 53，932 

総 主語 i'i 373，195 18，302 9，000 43，734 

民 生 'e( 272，179 114，532 39，347 22，868 

i荷 生 jJ 332，520 3，711 41，461 89，000 4，913 

労 ↑弛 賀 13，969 292 

)~林水産業問 636，629 194，502 60，100 43，512 

商 工 '此 25，259 20 6，987 

土 オミ i'i 598，620 243，678 1，103 77，700 35，149 

消 11}j '此 109，619 353 4，600 2，600 

教 育 '{Ji 711 ，449 23，965 75，000 212，505 

災害復旧i'i 146，289 144，972 728 

ベム 3出 412，293 10，850 

」
3，685，953 530，858 295，380 315，400 383，846 

(単位千円)

123，491 

113，245 

110，441 

81，187 

58，005 

51，292 

49，700 

37，358 

27，344 

25，715 

23，350 

22，316 

21，047 

19，314 

12，708 

8，100 

6，395 

6，281 

5.140 

802，429 

115，008 

24，300 

15，980 

15，081 

12，285 

17，320 

10，874 

(Jが位 T'Pll 

一般財源

53，932 

302，159 

95，432 

193，435 

13，677 

338，515 

18，252 

240，990 

102，066 

399，979 

589 

401，443 

2，160，469 

(6 ) 



一

昭和57年度一般会計
収入の財源別構成状況
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昭和 57年度

国民健康保険特別会計事業勘定
(Iio.f..z 千円)

昭
和
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度
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決
算
状
況
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※
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民
健
康
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険
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税
に

つ
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て
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(単位千円)

区 分 昭和57年度 区 分 昭和57年度

収 益 的 ijY 入 (A) 970，504 ロ)利益積立金 1，000 

ijY 益 白9 支 出 ( B) 1，034，851 ノ、)建設改良樹立金 。
当年度純損失 (A-B) (C) 64，347 前年度繰越利益剰余金 (G-H) ( 1 ) 366，135 

資 本 自(J ij~ 入 (D) 11，644 当年度未処分利益剰余金 (C+I) (J) 301，788 

資 本 自ヲ 主 出 (E) 18，092 手IJ益剰余金現在高 ( K) 150，694 

差 引 (D-E)(F) 凸 6，448 イ)滅的積立金 64，694 

前年度未処分利益剰余金 (G) 372，135 ロ)利益棋立金 6，000 

前年度利益剰余金処分前1 (日) 6，000 ハ)建設改良松立金 80，000 

イ)滅的関立金 5，000 利益剰余金 合計(J + K) 452，482 

〉兄状算決計4 
E 業事院病保国昭和 57年度

国民健康保険事業状況昭和57年度
況状量生

ん
し
て
い
る
額
は
、
4
千
万
円
、
6
%

で
あ
り
ま
す
。

税
の
収
納
車
は
、
別
%
で
あ
り
、
昨

年
度
の
未
収
納
は

1
千
2
百
剖
万
円

M

( 8 1 

%
の
訓
告
と
な
り
、
肝
年
度
ま
で
を
謀

計
し
ま
す
と
、
な
ん
と

3
千
7
百
九
万

円
の
数
字
と
な
り
ま
す
。

予 $1 害耳 642，262 

決 算 品買

歳 入 *，t~ 古語 654，006 

(収 入率) 101.8% 

歳 出 *A: 古前 639，724 

(支 出率) 99.6% 

歳入歳出差引傾 14，282 

SB1年 J3r.へ繰り越すべき
縦越事業の財税

実質収支矧 (イ) 14，282 

単年度収支傾 ム 21，132

千百 立 金 667 

笑'i1単年度収支額 ム 20，465

一般会計繰入金 (ロ)

再差引収支額(イーロ) ム 20，465

予 ;p: 古買 73，708 

話ヤ ;p 古耳

歳 入 総 傾 74，587 

(収 入 率) 101. 2% 

出比 出 *P~ 額 73，341 

(支 tl:l 額) 99.5% 

歳入歳出差引額 1，246 

翌年度へ繰り越すべき
繰越事業の H1i出!

実質収支額(イ) 1，246 

単年度収 支 傾 ム 215

:fil( エL 金 600 

笑'i1単年度収支領 385 

一般会計総入金 (ロ) 13，927 

再差引収支額(イーロ) ム 13，542

(単位 T-PI)

支 H1 

手十 目 決$1: 訂l

五位 j方 'i'I 16，940 

療 療養給付 i'i 509，899 

イ*
苦藍 療 義 1-!( 9，146 

J市 519，045 

|生 T主 手己 数 未十 1，225 

車合
ず，，，了1 前l 療 養 i'i 69，998 

D)J Illi ;m 'i'I 5，760 

やl 1'1 P己 諸 i此

3白
4ド タr~、 日目 i!( 510 

そ グ〉 f也

~i 596，538 

{呆 他 施 設 'i'I 3，092 

11干 苦"会μ 初j ，克ょ三 緋1 出 金 800 

公 '位

子 制Ij i'i 

そ グ〉 1t1! グ〉 支 出 692 

老 人 保 他 占拠 出 金 21，662 

メロ当、 639，724 

音1¥ 助 産 育 児 非 害芦
30.0% そ の 他の給付

80 T-PI 千円 10 rド1負担 E則合

前年度末現品 本年度中附 本年度中減 年度末現在 年間i平均 本年度末 専任 兼任

世術数 1，358 192 202 1，348 1，322 現 {EZJ';.務
2 l 3 

被保険者数 4，377 767 865 4，779 4，696 峨只数

被 {以 険 者 耳': 前t 1'1 :Ji 

ノド年 度 +i 入社似離脱 生保日'[11出 ~~:- その 他 JI ~;年 度 転 出目配Jm入 生保開始 ，[ 亡そ円 他 正!

iド m 95 548 9 72 43 767 品t 135 621 29 52 28 865 

fl動車;
取件 4 0 5 

喪失 1"91 ~ ili 1 2812 21 1 I主ZI51 間 I J 5 I ，11 929 件数

，見

ヰy. 入

4ト 目 決算額

イ'* 民尭 止止 179，526 

~J; イ)5 'J'i j~ JTI 金 9，154 

I~I 
療設給付背負 m金 291，299 

ttJ凪訓務負担l金 69，551 
Eli 
特別品I.l推負 担金 25，392 

支

社1
D!J 産 ~!( 事曲 山j 金 1，742 

臨時財政調 ~i~ 交付金 29，215 
金

426，353 

道 支 出 金 325 

*'" 
般会計補助金 23.5印)

入

金

総 越 金 17，414 

そ グ〉 イ也 グ〉 ヰR 入 6，888 

メ口言、 日十 654，006 

( 9 J 
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{単位 刊引

一納車
93.19 

咽一司ー

区 分 支払義務相 支 j1、 r月 古目 徴収 金 等

療養 キ合 f'l 王R， "1三 l主 分 506，052 509，899 3，84 7 

療 主主 'J-1 #1 "1' 1.立手上 9， 1 0 9 9， 1 4 6 3 7 

肯1'.') 主li jj，i γgγ:.t 巴 1V 69，998 69，998 

そ グ〉 他保険 *.~ {~J yl( 6， 2 7 0 6. 270 

J口L ~i 591，429 595，313 3，884 

老人保健医 阜L 王手 l且: づ〉 21，611 21，611 

療費拠出金 | 日| 21，611 21，611 

13.83 

82.58 

ij~ 古ri

12，815 

24，930 

37，745 

ヰほ未収入前首l

175，523 

179，526 

4，003 

書H

188，338 

28，933 

217，271 

定「州分

現年

滞納繰越分

4ム

分

況

〉兄

1."1 

状

状

納

士、-ーー一

3 収

4 支

保険税算定額 保険税軽減額 限度額を越える宮i 地 減 額 保険税制定航

F附 r-PI r'PI H'I T-I'j 
282，026 20，878 62，050 "'10，760 188，338 

保険税算定額内訳 脱 耳ニ

所 1!1 却l 資産書1I 均等割 平均訓 所得制 資産制 gJ 等制 ヰ j{，J i'判

6 fドj 6下8l』1 千円 千7円 % % I'J 1'1 
137，87 29，0 74，685 40，39 

% % % タ。
7.58 69.1 15，000 29，000 

48.89 10.31 26.48 14.32 
6 

課税;t;t組制 課税対草 保険 t見桜 限度官fiを超える 課税対集 J式 ~~ 

所得拘l 資産押l 世帯数 減世 ':1~: 数 世 4十 数 厳保険者数 限 J且古fi

9 FIB1 8 flEj rllJ 
1，818，94 42，06 1，393 544 240 4，979 270 

6 保険税賦謀徴収状況

主 (被保険者 1人当たり諸問)

*fr. ff， '1'1 3.607 

チ炉 d監 ，rt'i '1'1 (小計) 110，529 

手 数 料 261 

イ* |境 M'j 千l 'l，( 127，031 

{扶 他 地 ，世 i士 659 

老人似位医療賀拠出金 4，602 

老人保触事務'l'I拠出金 11 

ぷ"〉、 136，227 

I 人当たり 1~1l.):税制定制 (収年分) 40，106 

1人当たりぷj1、制(械必給付" ) 

(ljl依川}

日立 入 (被保険者 1人当たり諸費)

f~ 険 品t (料) 38，230 

l~ 1'1 負 金 1，949 

111 療 1'!i.:給付 1'1 れ jll.金 62.031 

」a1jp 通 1捌 ~m 民 十] ~ 14，811 

支 キ守 ZII ，制 t f 交 イi 金 5，407 

出 WJ 産 '1'1 制! sJJ 金 371 

金 臨時財政調税交付金 6，221 

90，791 

i芭 主: 金 69 

*:i: 越 金 3，708 

.g、 Jt 139.269 

収 文 ムY二 タJ見 3，041 

1世部当たり保険f)1，捌A制(fJun 142，465 

1人当たり保険税収納制 (税年分) 37，377 

'il位 11j)5 経理関係諸率
(Ijifl: H・JJ

区 分 件数 P此 ffI 古目 区 分 件数 1'1 1日 古Ii

様発
，~1ト伊 . f京 'lr 25，829 723.142 刊紙療養 1'1 1，492 69，998 

5量消'1立中古 (155) 106 4 70 出J 産 給 イナ 72 5，760 
そ

1'1 
，11 25，935 723.612 グ〉 1i 児 t.* 付

他

"、ふ> jll: グ】
，~ タ~j~、E 車由 千l 51 510 

jM 1~ 

旋 そ グヲ 他 693 13，013 
険
給

'lr 
，1-1 

十l
計693 13，013 123 6， 270 

様旋高 tll Jt 26，628 736，625 

7 保険給付状況

被保険者 l人当たり療養諸世保険者負担狐 139，556円

(1Ill.o):円}

他 法 分

区 分 'Ir 用 額 保険者負抑l分 一部 負担金

他法優先 悶 f* 優先

療 d出向給付 723，612 506，052 146，096 680 70，784 

療 3陸 '1'1 13，013 9， 109 984 2，920 

~-t 736，625 515，161 1 4 7 ， 080 680 73，704 

被保険者 l人当た 1)療養諸;[1(費用額 175，680円

療護諸費費用額負担区分自

〉ノ

ズ

② 

( 10) 

地
名
の
由
来

昭
和
8
隼

8
月
四
回
字
名
鼠

E

中

里

(旧
宇
名
シ
ユ
プ

ン
、
ナ
イ
)

戸
イ
ヌ
箆
で
コ
ン
フ
ノ
り
、
ナ
イ
L

で
あ
り
、
「
ウ
ク
イ
魚
の
多
い
川
」
審

ウ
ク
イ
(
赤
ハ
ラ
)
ガ
群
を
な
し
て
よ

っ
て
い
芝
と
の
こ
と
で
す
。

現
字
名
は
、
鉄
道
に
速
く
、
交
通
網

巳
不
便
で
あ
り
、
渡
船
通
い
で
し
定
。

孤
立
山
村
で
あ
る
が
自
然
に
恵
ま
れ
、

住
み
よ
い
ふ
る
里
で
あ
っ
疋
こ
と
か
ら

1

中
里
L

と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
だ
。

奥

沢

(旧
字
名
サ
y
ク
ル
、
ベ
ツ
)

戸
イ
ヌ
語
で
「
サ
ク
、
ん
、
ベ
シ
ユ

ベ
L

ガ
転
批
し
だ
も
の
で

J
虫
の
樹
木

刀
繁
茂
し
て
い
る
、
季
節
巳
通
る
道
L

の
意
昧
で
あ
り
ま
す
。

現
字
名
は
、
沢
ガ
深
い
と
こ
ろ
か
ら

「
奥
沢
L

と
名
づ
け
ら
れ
疋
ょ
う
で
草
。

住

吉

(
旧
宇
名
ハ

カ
イ、

マ
ッ
プ
}

戸
イ
ヌ
語
で
あ
り
、
、
ハ
刀
工
、
芳
、

マ
フ
し
の
転
批
し
だ
も
の
で
「
駐
を
二

ツ
割
に
し
て
い
る
も
の
を
酪
る
納
屋
L

(
久
遠
郡
役
所
の
報
知
に
よ
る
)
の
意

昧
で
あ
り
ま
す
。
寸
ハ
刀
工
L

は
日
本

伝
来
の
言
葉
で
あ
り
、
漁
場
用
語
、
早

く
か
ら
和
人
ガ
入
っ
た
も
の
と
推
測
さ

れ
ま
す
。

現
字
名
は
、
明
治
お
年
頃
の
開
泊
者

で
住
吉
太
郎
氏
ガ
定
住
し
て
い
芝
こ
と

か
ら
頭
文
字
を
と
り
「
住
吉
」
と
名
づ

け
ら
れ
ま
し
だ
。

種

川

(旧
宇
名
メ

ッ
プ
)

戸
イ
ヌ
詣
で
あ
り
、
ー
メ
ツ
プ
、
ナ

イ
」
ガ
転
批
し
だ
も
の
で
寸
寒
き
沢
、
湧

水
の
あ
る
池
L

の
意
昧
で
あ
り
ま
す
。

現
字
名
は
、
明
治
団
年
頃
、
笥
玉
県

人
ガ
入
植
さ
れ
、
駐
ふ
化
を
研
究
さ
れ
、

魚
を
繁
殖
さ
せ
る
掻
に
怠
る
川
で
あ
っ

疋
こ
と
か
ら
極
川
と
呼
郁
し
て
お
り
、

そ
の
ま
ま
「
庫
川
L

と
名
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。

穂
・

田
品
川

(旧
宇
名
メ
y
プ
商

岸
)

戸
イ
ヌ
語
で
あ
り
、
字
樋
川
と
向
僚

の
意
昧
で
あ
り
ま
す
。

現
字
名
は
、
枚
目
県
人
で
あ
る
佐
藤

万
末
郎
氏
ガ
大
正
8
年
に
入
倍
、
栢
の

研
究
を
さ
れ
、
早
稲
の
栂
づ
く
り
を
さ

れ
ま
し
だ
。
未
来
の
米
と
こ
ろ
と
し
て

1

稲
梅
田
代
」
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
定
。

弘司光

台

(旧
宇
名
メ
y
プ
)

戸
イ
ヌ
密
で
あ
り
、
字
樋
川
と
同
織

の
窓
昧
で
あ
り
ま
習
。

現
字
名
は
、
光
の
沢
と
量口う
川
の
各

相
ガ
あ
り
、
そ
の
上
に
位
包
守
る
こ
と

か
ら
「
光
台
L

と
名
づ
け
ら
れ
芝
ょ
う

で
菅
。

l1 1 ) 



{単位向}療養の給付(診療費)内訳

1 (~，当 1件当たり l人当たり
区 分 件 数 日 数 t!i 数 費用制 受診Z十

(0，，) 日 数 'l~ 用書it 費用制

人 院 1，725 40.425 43，185，920 431. 859 . 200 41.140 23.43 10.683 102.995 

入院外 20，535 65.549 24，197，674 241.976，740 489.945 3.19 3.692 57.710 

歯 千千 3，569 9，889 4，930.556 49.305.560 86.118 2.77 4，986 11 ，759 

25，829 115，863 72，314.150 723，141，500 616.003 4.49 6，241 172，464 

9 

ー一

10 高額療養費負担区分 (I]lf，i.川)

うト

被保険者向判分出額千僚主主的保険者負担分前l}円lt 
国 i品(長先他法 f4!先

J
 
n 法他

種
川
小
学
校
全
員
で

42，768，000 

昭和57年度 国民健康保険事業勘定

歳入・歳出決算額の構成状況

。16.170.000 69，997.668 300，849.892 429，785，560 

川
ク
リ
ー
ン
作
戦

極
川
を
急
れ
い
に
し
よ
ヲ
と
生
徒
四

人
先
生
同
人
が
叩
月
1
日
に
悶
辺
町
一
〕

み
や
空
か
ん
拾
い
を
実
地
い
た
し
ま
し

た
.こ

れ
は
今
年
度
は
じ
め
て
同
試
み

と
し
て

5
月
に

i
同
日
を
実
地
‘
こ
れ

で
2
回
目
と
な
り
‘
回
収
日
は
初
川
か

』
つ
み
る
と
半
減
、
そ
れ
で
も
辛
か
ん
湘

制
を
刷
収
し
ま
し
た
。

f
校
で
は
寸
ゆ
と
リ
時
間
L

が
あ
り

こ
れ
を
勾
崎
を
蜂
備
し
よ
ヲ
と
学
校
で

は
じ
め
た
こ
と
で
す
.
こ
れ
を
契
機
に

今
後
と
む
続
け
て
叩
き
た
い
と
先
生
は

品
し
て
わ
ね
り
ま
し
た
.

，.
 

空きカ、んごみを回集Ltニ種小の生徒たち

体
計
協
会
的
主
刷
、
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
の
ご
協
力

を
仰
て
叩
川
市
日
大
会
が
川
附
さ
れ
ま
し
た
.

K
合
間
舶
山
に
河
端
町
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
け、

以
近
は
記
辿
下
拙
が
多
〈
な
り
ま
し
た
、
品
目
さ
ん

L

討
を

つ
け
る
よ

っ
.
ま
た
ん
，
u
的
マ
ラ
ソ
シ
大
会

に
は
全
力
を
だ
し
、
が
ん
ば
っ
て
〈
だ
さ
い
と
励
ま

し
の
百
民
が
あ
り
ま
し
た
.

選
手
H

汗
に
は
今
争
中
心
子
校
二
年
生
同
士
H

村
さ

お
り
さ
ん
が
汚
い
町
一一
け
葉
を
述
べ
大
全
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

(11l(~: HJI 

険

件!

I~ 

骨当しむ

第
一
初
回
一
組
む
町
一
ち

b-バ
始
以
一

人
あ
ふ
れ
き
そ
う

みんなの『願い』交通安全

(12) 

父
辿
安
全
と
し
て
「
ン

l
ト
ベ
ル
ト

を
泊
川
し
よ
う
U

と
9
川
剖
日
交
通
安

全
推
進
畳

H
告
の
企
削
に
よ
り
、
長

μ

2
人
制
人
会
4
人
や
特
務
者
Z
人
な

ど
円
ご
協
力
が
あ
リ
市
川
ム
円
に
ナ
イ

ロ
ン
町
ゴ
ミ
袋
を
配
布
、
ン
ト
ベ
ル

ト
府
聞
を
呼
び
か
け
ま
し
た
.

中
に
は
ベ
ル
ト
町
し
め
か
た
の
わ
か

ら
な
い
方
も
い
た
り
し
ま
し
た
が
皆
さ

ん
は
心
よ
く
指
特
に
応
じ
て
く
れ
ま
し

た
。闘

児
に
宜
辿
安
全
を
と
、
小
百
合
保

打
倒
で
は
指
持
依
刺
を

L
9
月
訪
日
実

施
凶
児
剖
人
と
お
母
さ
ん
述
が
参
加

作
自
判

μ
1人
と
交
通
安
全
推
進
畳
日

2
人
な
ど
の
ご
協
力
に
よ
り
悦
悦
交
器

山
を
設
也
、
指
導
を
企
け
ま
し
た
。

A
F
金
幼
椛
刷
で
も
川
じ
よ
ヲ
に

9
月

四
日
に
凶
出
、
野
祭
器
2
人
と
交
通
安

全
指
導
員
4
入
、
町
職
員
な
ど
の
ご
協

力
に
よ
り
阻
児
口
人
と
お
母
さ
ん
速

が
参
加
、
実
際
に
街
路
を
宇
き
交
差
出

向
わ
た
り
方
向
指
導
を
行
い
ま
し
た
.

コ
ス
は
ザ
年
年
船
に
よ
り
距
離
が
迎
い
ま
す

が
総
合
体
行
館
，
山
か
句
仲
丘
ま
で
と
、
四
人
が
参
加

力
走

3
依
ま
で
は
メ
ダ
ル
と
記
録
耳
、
同
位
ま
で

は
記
U
H
M
叫
が
あ
た
り
、

ば
せ
て
お
り
ま
し
た
.

れ
に
ま
み
れ
た
飢
を
ほ
こ
ろ

( 13) 



「
健
康
は
白
均
守
り
育
て
る
」
「
つ

く
ろ
ヲ
健
康
泣
か
な
明
日
へ
」
町
一

一

つ
の
ス
ロ

l
カ
ン
を
保
健
活
動
の
目
標

に
お
き
、
押
さ
ん
の
健
康
づ
〈
り
に
役

立
て
て
も
句
お
う
と
舵
々
の
他
診
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
度
五
」
l

八

年
度
上
半
期
(
四
月
i
九
月
)
的
地
診

杭
況
が
わ
か
り
ま
し
た
町
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

一
般
制
服
相
談
に
つ
い
て
は

、
毎
月

第
二
月
州
日
を
定
例
日
と
し
て
お
り
ま

し
た
が
利
用
者
が
削
え
て
き
た
こ
と

か
り
今
年
度
よ
り
第
四
月
附
日
む
実
地

す
る
こ
と
に
な
り
、
月
平
均
叩
人
町
方

に
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
特
に
苅
血

圧
帆
間
以
耐
等
の
成
人
病
を
も

っ
方
的

経
過
を
追
っ
て
の
他
版
状
態
を
知
る
機

会
と

4
っ
て
い
る
他
、

一
般
的
方
に
も

気
軽
に
利
用
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今

後
さ
ら
に
多
〈
町
皆
さ
ん
に
こ
の
相
談

を
知
っ
て
も
ら
い
‘
自
己
的
世
康
管
理

に
役
立
て
て
も
わ
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

妊
焔
相
談
に
つ
い
て
は
、
受
診
車
は

二一

O
%
と
低
い
ょ
っ
で
す
が
企
妊
婦

が
医
療
機
闘
で
他
診
を
受
け
て
お
り
、

時
干
の
位
版
廿
型
的
重
要
刊
が
理
解
さ

れ
て
き
た
こ
と
を
市
す
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
の
相
談
で
は
、
隔
月
に
貧
血

柏
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
妊
婦

一

持

H

此
カ
多
い
こ
と
か
句
、
今
年
度
よ
り

椴
査
内
谷
及
び
栄
建
指
導
似
他
指
湖

町
充
実
を
は
カ
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た

純
々
相
談
も
受
け
医
椋
機
関
の
他
人
同

と
は
一
時
述
っ
た

J
仕
掛
さ
ん
と
充
分

活
L
Aロ
ヲ
こ
と
の
で
き
る
場
。
と
主
る

よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。
毎
月
第
二
火

附
日
を
定
例
日
と
し
て
お
り
ま
す
カ

相
別
通
知
で
案
内
す
る
他
府
娠
川
時

福
祉
課
保
健
係

に
L
日
位
表
を
配
付
し
て
お
り
ま
す
町

で、

H
十
日
に
岡
山

L

一
回
で
も
多
く

こ
の
相
日
酬
を
利
用
し
て
附
訓
な
妊
雌
経

過
を
お
く

っ
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

乳
幼
児
の
健

3
k
し
て
は
、
育
児
講

座

(二
一
ヶ
月
児
対
象
)
乳
児
他
珍
(
四

七

・
卜

-
十
二
ヶ
月
児
対
事
)

e

乳
児

相
談

(八
九
ヶ
月
児
対
製
)

一
歳

六
ヶ
月
児
位
法

三
お
児
他
診
が
あ
り
、

長
診
年
は
い
づ
れ
も
む
!
の
仲
び
を
一市

し
て
お
り
ま
す
。
当
町
内
年
間
出
生
数

は

一
一
O
人
前
後
で
す
が
‘
障
害
児
が

肢
体
不
自
由
児
者
巡
回
療
育
相
談

に
う
ち
か
つ
て

相
山
支
庁
竹
内
叩
ヵ
町
内
市
歳
未
満

の
肢
体
不
白
山
児
を
片
的
水
と
し
て
、
相

談
や
指
導
を
叩
月
4
日
今
金
町
民
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
北
海
道
肢
体
不
自
由
児
担

制
祉
述
合
協
会
的
主
催
に
よ
る

L
の
で

す
が
、
川
畑
釦
同
年
度
カ
」
η

毎

4
一
回
尖

地
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
来
志
ム
り
は
札
帆
ま
で
出
向
き
、
轍

診
や
指
導
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
依
頼
に
よ
り
各
支
庁
単
位
に
来
町

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

療
益
指
導
ス
タ
ァ
フ
は
、
札
幌
療
有

セ

ノ

タ

整

形
外
科
医
附
3
人

訓
帥

~ ... 
i { 

ごやカ、にな成果や指導会話も

ト
叫
今
出
生
し
て
お
り
そ
の
出
生
率
は

他
町
よ
り
日
い
こ
と
か
句
、
早
期
発
弘
、

早
期
治
掃
を
目
桁

L
乳
幼
児
他
訟
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
の
組
々
触
診
の
機
会

を
逃
か
す
こ
と
な
く
受
診
し
わ
が
子

的
順
調
介
e

成
行
を
確
認
し
て
ほ
し

い
も

の
で
す
。

社
会
出
造
が
多
緑
化

・
怯
雑
化
す
る

中
て
、
健
康
阻
苫
凶
干

L
多
師
多
様
化

し
、
他
山
を
維
持
す
る
に
は
、

fHLη

他
府
を
守
る
u

と
い
う
立
織
と
行
動
が
、

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

一
生
を
通
し
て
の
健
康
と
い
ヲ
こ
と
を

与
え
て
み
ま
す
と
、
時
制
帆
の
お
胞
の
中

に
生
命
が
誕
生
し
た
時
か
ら
、
動
脈
寺

町
主
化
カ
始
ま
る
と
さ
え
言
わ
れ
て
き

て
お
り
他
府
管
理
も
こ
同
時
出
か
句

始
ま
る
の
で
す
。
離
乳
食
が
将
来
的
成

人
的
に
附
与
す
る
と
い
う
報
告
も
出
さ

れ
て
お
り
成
人
病
に
な
っ
て
か
ら
、

ま
た
他
肢
を
阻
害
し
て
か
句
で
は
遅
い

こ
左
を
一
川
附
議
し
て
は
し
い
の
て
す
。

地
冶
状
況
と
常
々
似
他
婦
が
感
じ
て

い
る
こ
と
を
述
べ
て
み
ま
し
た
が
、
前

記
以
外
に
も
間
々
の
検
診
、
相
談
を
尖

地
し
て
お
り
ま
す
の
て
、

一
人
で
も
多

く
の
皆
さ
ん
が
利
用
さ
れ
、
自
分
町
、

家
肢
の
随
山
崎
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

1
2
人
と
町
阿
保
健
制
や
職
只
児
輩

相
談
所
や
支
庁
職
民
な
ど
の
ご
協
力
的

も
と
に
竹
内
円
陣
寸
一日
児
灯
名
が
柏
診

や
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

相
談
者
は
、

「
札
幌
ま
で
行
く
と
お

金
が
カ
カ
る
し
大
生
で
す
.
近
く
で
訓

酬
の
成
川
市
る
ど
を
凡
て

L
ら
え
る
閃
で

大
変
た
す
カ
り
ま
す
日
と
品
し
て
お
り

ま
し
た
。
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個人名又は団体名 住所 寄 民間 l勾 宅壬 寄問先

~1 '1.1' 困
今金町商工会12f年部 今金
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5函
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農
林
水
産
大
臣
か
ら
感
謝
状

寸
統
計
向
日
」
叩
月
日
日
に
、
平
町

出
雌
さ
ん
(神
丘
)
西

野

栄

さ

ん

(仲

正
)
円

2
人
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈

ら
札
た
も
の
で
す
。

こ
れ
の
伝
述
が
函
館
統
計
事
務
所
北

楠
山
山
張
所
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
ま

『
話
題
募
集
』

学

徒

動

只

二

三

六

事

件

た

け

の

こ
生
活
主
ど
も
あ
り
ま
す
。

tu
い
世
代

に
は
山部州国

L
つ
か
な
い
よ
う
な
経
験
を

文
相
哨
た
ち
は
し
て
い
る
の
で
す
。

現
在
、
生
前
の
中
で
関
心
的
あ
る
も

の
は
家
肢
の
他
印
刷
、
自
分
的
地
版
、
仕

事
、
子
供
向
将
来
今
後
円
生
前
設
計

と
る
っ
て
い
ま
す
。
四
十
代
的
文
脱
は

干
供
向
将
米
や
仕
事
の
こ
と
に
六
十

代
的
父
税
は
瓦
人
・

知
人
と
肉
付
き
合

い
に
附
心
が
向
き
ま
す
。

H
G
町
あ
る

こ
と
は
尖
行
力
、
出
像
力
で
す
が
持

久
力
ス
タ
ミ
ナ
は
そ
れ
よ
り
低
〈
、

し
か

L
年
齢
が
一
川
く
な
る
に
つ
れ
て
、

H

白
川
皮
u

は
下
降
し
ま
す
。

熟
年
世
代
の
父
親
た
ち

日
本
坑
前
新
川
相
企
阿
訓
査
部
カ

東
京
都
内
に
住
む
、
間
十

h
成
カ
ら
六

十
四
歳
ま
で
町
人
を
付
主
に
行

っ
た
訓

伐
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
行
」
l

七
年
互
に

行

っ
た
J
U

の
で
さ
し
ず
め
熟
年
世
代

町
訓
去
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
大
正
吋
代
か
句
昭
和
五
十
年
代

ま
で
の
多
く
的
事
柄
を
平
げ
て
、
こ
町

山中
で
あ
な
た
的
人
生
に
協
仰
を
与
え
た

も
の
が
あ

っ
た
り
印
を
つ
け
て
ほ
し
い

と
い
水
め
ま
し
た
。
品
年
世
代
的
判
官
が

最
も
印
主
が
深
い
と
述
べ
て
い
る
の
は
、

第
一
位
が
敗
戦
第
二
位
カ
太
平
河
川
明

争

次

い

で

オ

イ

ル

ン

ヨ
ツ
ク

東

京
オ
リ
/
ピ
ソ
ク
と
続
き
ま
す
。

ロ
y

キ

ト

事

州

日

不

M
L
あ
り
ま
す
が
、

他
山
て
あ
る
た
め
に
大
切
だ
と
出
ワ

こ
と
は
吋
定
期
枯
設
」
「
日
ご
ろ
宇
〈
」

「
山
蹴
に
税
し
む
し
「
ス
ポ
y
し
の
順

で
す
。
し
か
し
実
際
に
そ
う
し
て
い

る
か
と
い
づ
と
そ
ヲ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ス
ポ

l
y
を
す
る
こ
と
は
よ
叫
だ
と
思

う
人
は
多
い
の
で
す
が
実
際
に
し
て

い
る
人
は
ず

っ
と
少
な
く
な
り
ま
す
。

余
暇
に

つ
い
て
は
休
義
し
て
身
体

を

K
凶
に
す
る
た
め
の
時
間
と
巧
え
る

人
が
過
半
数
を
山
め
て
!
"
ま
す
。
余
暇

柄
動
と
し
て
ス
ポ

y
以
外
に
呪
主
や

っ
て
い
る
も
的
は
テ
レ
ビ
悦
時
抗

円
、
命
政
、
友
人
と
町
立
際
、
問
内
旅

行
で
す
が
、
今
佐
や
り
た
い

L
の
と
し

て
は
地
外
や
同
内
向
旅
行
を
削
ん
で
い

し
たL2
人
は
、
出
家
続
的
別
査
只
と
し
て
、

叩
年
町
長
き
に
わ
た
り
酪
践
的
牛
乳
生

産
山
山
内
調
査
に
つ
い
て
日
削
の
ご
協

力
に
対

L
、
感
謝
状
が
附
句
札
た
も
の

で
す
。

い
ま
話
題
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
知
勺
せ
く
だ
さ
い
。
広
報
悟

ま
す
。

大
正
か
ら
昭
和
十
年
こ
ろ
ま
で
に
生

ま
れ
た
父
組
也
代
的
生
活
や
立
説
的

一

部
を
削
る
こ
と
が
て
き
ま
す
。
十
代
、

二
十
代
町
市川
年
と
か
な
り
L
人
き
な
廷
が

あ
る
こ
と
に
気
一づ
か
れ
た
で
し
ょ
う
。

東
京
都
立
大
学

教

度

山

理

学

詫
摩
武
俊

田
和
国
年
度

訓
練
生
の
募
集

に
つ
い
て • 

V
入
校
資
格

義
務
教
育
修
了
以
上
の
学
力

を
育
す
る
人
で
身
係
強
健
、

意
志
強
固
な
人
。

マ
願
書
の
受
付
・
し
め
切
り

昭
和
田
年
刊
用
4
1

日
よ
り

昭
和
回
年
A
I

用
引
巴

マ
選
考
方
法

密
類
選
者
、
面
接
選
考

マ
選
考
臼

新
規
学
卒
者

昭
和
問
年

2
月
叩
日
四
国

語

職

者

随

時

入
枝
巳
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

函
館
総
合
高
等
職
業
訓
練
校

O
A
1
3
8
5
2
0
3
2
3
 

函
館
公
共
蛾
業
安
{
昼
間

O
A1
3
8
'
2
6
0
7
3
5
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